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王
羲
之
と
道
教

佐

藤

利

行

一

は
じ
め
に

『
晋
書
』
王
羲
之
伝
に
拠
れ
ば
、
王
羲
之
は
国
を
憂
え
民
を
愛

す
る
官
僚
で
あ
り
、
ま
た
山
水
自
然
を
愛
す
る
風
流
人
で
も
あ
っ

た
。
唐
の
太
宗
は
羲
之
を
敬
愛
し
、『
晋
書
』
王
羲
之
伝
に
は
「
制

曰
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
［
１
］
。

書
契
之
興
、
肇
乎
中
古
。
縄
文
鳥
跡
、
不
足
可
観
。
末
代

去
朴
帰
華
、
舒
牋
点
翰
、
争
相
誇
尚
、
競
其
工
拙
。
伯
英
臨

池
之
妙
、
無
復
餘
蹤
、
師
宜
懸
帳
之
奇
、
罕
有
遺
跡
。
逮
乎

鍾
王
以
降
、
略
可
言
焉
。
鍾
雖
擅
美
一
時
、
亦
為
迥
絶
、
論

其
尽
善
、
或
有
所
疑
。
至
於
布
纖
濃
、
分
疏
密
、
霞
舒
雲
巻
、

無
所
間
然
。
但
其
體
則
古
而
不
今
、
字
則
長
而
逾
制
、
語
其

大
量
、
以
此
為
瑕
。

献
之
雖
有
父
風
、
殊
非
新
巧
。
観
其
字
勢
、
疏
痩
如
隆
冬

之
枯
樹
。
覧
其
筆
蹤
、
拘
束
若
厳
家
之
餓
隷
。
其
枯
樹
也
、

雖
槎
枿
而
無
屈
伸
、
其
餓
隷
也
、
則
羈
羸
而
不
放
縦
。
兼
斯

二
者
、
故
翰
墨
之
病
歟
。

子
雲
近
出
、
擅
名
江
表
。
然
僅
得
成
書
、
無
丈
夫
之
気
。

行
行
若
縈
春
蚓
、
字
字
如
綰
秋
蛇
。
臥
王
濛
於
紙
中
、
坐
徐

偃
於
筆
下
。
雖
禿
千
兎
之
翰
、
聚
無
一
毫
之
筋
、
窮
萬
穀
之

皮
、
斂
無
半
分
之
骨
。
以
茲
播
美
、
非
其
濫
名
邪
。

此
数
子
者
、
皆
誉
過
其
実
。
所
以
詳
察
古
今
、
研
精
篆
素
、

尽
善
尽
美
、
其
惟
王
逸
少
乎
。
観
其
点
曳
之
工
、
裁
成
之
妙
、

煙
霏
露
結
、
状
若
断
而
還
連
、
鳳
翥
龍
蟠
、
勢
如
傾
而
反
直
。

翫
之
不
覚
為
倦
、
覧
之
莫
識
其
端
。
心
慕
手
追
、
此
人
而
已
。

其
餘
区
区
之
類
、
何
足
論
哉
。

書
契
の
興
る
や
、
中
古
に
肇
ま
る
。
縄
文

鳥
跡
は
、
観
る

は
じ

可
き
に
足
ら
ず
。
末
代
、
朴
を
去
り
て
華
に
帰
し
、
牋
を
舒
べ
の

翰
に
点
し
、
争
ひ
て
相
ひ
誇
尚
し
、
其
の
工
拙
を
競
ふ
。
伯
英

が
臨
池
の
妙
、
復
た
餘
蹤
無
く
、
師
宜
が
懸
帳
の
奇
、
遺
跡
有

ま

る
こ
と
罕
な
り
。
鍾
・
王
以
降
に
逮
び
て
、
略
ぼ
焉
を
言
ふ
可

ま
れ

お
よ

ほ

こ
れ

し
。
鍾
は
美
を
一
時
に

擅

に
し
、
亦
た
迥
絶
を
為
す
と
雖

ほ
し
い
ま
ま

も
、
其
の
善
を
尽
く
す
を
論
ず
れ
ば
、
或
い
は
疑
は
し
き
所
有

り
。
纖
濃
を
布
き
、
疏
密
を
分
か
ち
、
霞
の
ご
と
く
舒
び
雲
の

し

の

ご
と
く
巻
く
に
至
り
て
は
、
間
然
す
る
所
無
し
。
但
し
其
の
體

は
則
ち
古
く
し
て
今
な
ら
ず
、
字
は
則
ち
長
に
し
て
制
を
逾
え
、

こ

其
の
大
量
を
語
る
に
、
此
を
以
て
瑕
と
為
す
。

こ
れ

き
ず
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献
之
は
父
の
風
有
り
と
雖
も
、
殊
に
新
巧
あ
る
に
非
ず
。
其

の
字
勢
を
観
る
に
、
疏
痩
に
し
て
隆
冬
の
枯
樹
の
如
し
。
其
の

筆
蹤
を
覧
る
に
、
拘
束
あ
り
て
厳
家
の
餓
隷
の
若
し
。
其
の
枯

ご
と

樹
た
る
や
、
槎
枿
す
と
雖
も
屈
伸
無
く
、
其
の
餓
隷
た
る
や
、

さ

げ
つ

則
ち
羈
羸
し
て
放
縦
な
ら
ず
。
斯
の
二
者
を
兼
ぬ
る
は
、

故

き

る
ゐ

こ

か

も
と
よ

り
翰
墨
の
病
な
る
か
。

子
雲
は
近
ご
ろ
出
で
、
名
を
江
表
に

擅

に
す
。
然
れ
ど

ほ
し
い
ま
ま

も
僅
か
に
書
を
成
す
を
得
る
の
み
に
し
て
、
丈
夫
の
気
無
し
。

行

行

春
蚓
を
縈
ら
す
が
若
く
、
字
字

秋
蛇
を
綰
ぐ
が
如
し
。

ぎ
や
う
ぎ
や
う

め
ぐ

つ
な

王
濛
を
紙
中
に
臥
せ
し
め
、
徐
偃
を
筆
下
に
坐
せ
し
む
。
千
兎

の
翰
を
禿
す
と
雖
も
、
聚
む
る
に
一
毫
の
筋
無
く
、
萬
穀
の
皮

ふ
で

と
く

あ
つ

を
窮
む
る
も
、
斂
む
る
に
半
分
の
骨
無
し
。
茲
を
以
て
美
を
播

あ
つ

こ
れ

し

く
は
、
其
れ
名
を
濫
り
に
す
る
に
非
ず
や
。

み
だ

此
の
数
子
は
、
皆
な
誉
れ
其
の
実
に
過
ぐ
。
所
以
に
古
今
を

ゆ

ゑ

詳
察
し
、
篆
素
を
研
精
す
る
に
、
善
を
尽
く
し
美
を
尽
く
す
は
、

其
れ
惟
だ
王
逸
少
な
る
か
。
其
の
点
曳
の
工
、
裁
成
の
妙
を
観

た

る
に
、
煙
の
ご
と
く

霏

ひ
露
の
ご
と
く
結
び
、
状
は
断
ゆ
る

も
や

た
だ
よ

が
若
く
に
し
て
還
た
連
な
り
、
鳳
の
ご
と
く

翥

ち
龍
の
ご
と

ま

と
び
た

く

蟠

り
、
勢
ひ
は
斜
め
な
る
が
如
く
し
て

反

て
直
し
。
之

わ
だ
か
ま

か
へ
つ

を
翫
す
る
に
倦
を
為
す
を
覚
え
ず
、
之
を
覧
る
に
其
の
端
を
識

る
莫
し
。
心
に
慕
ひ
手
に
追
ふ
は
、
此
の
人
の
み
。
其
の
餘
の

な

区
区
の
類
は
、
何
ぞ
論
ず
る
に
足
ら
ん
や
。

こ
こ
で
太
宗
み
ず
か
ら
が
「
尽
善
尽
美
、
其
惟
王
逸
少
乎
」（
善
を

尽
く
し
美
を
尽
く
し
て
い
る
の
は
、
た
だ
王
羲
之
だ
け
で
あ
ろ
う

か
）
と
言
い
、
ま
た
「
心
慕
手
追
、
此
人
而
已
。
其
餘
区
区
之
類
、

何
足
論
哉
」
（
心
に
慕
い
手
に
追
い
求
め
る
の
は
、
た
だ
王
羲
之
だ

け
で
あ
る
。
そ
の
他
の
つ
ま
ら
ぬ
類
い
は
、
ど
う
し
て
論
ず
る
に

足
ろ
う
か
）
と
言
う
よ
う
に
、
太
宗
は
非
常
に
羲
之
を
敬
愛
し
て

い
た
。

太
宗
は
自
ら
の
財
力
と
権
力
と
に
物
を
言
わ
せ
、
羲
之
の
手
に

な
る
作
品
を
可
能
な
限
り
収
集
し
、
そ
う
し
て
集
め
た
羲
之
の
書

を
全
て
陪
葬
さ
せ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
太
宗
が
こ
こ
こ
ま
で
羲

之
を
敬
愛
し
た
の
は
、
勿
論
、
羲
之
の
書
の
素
晴
ら
し
さ
に
太
宗

が
魅
了
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
無
い
が
、
王
羲
之

と
い
う
人
間
そ
の
も
の
に
も
太
宗
は
魅
力
を
感
じ
て
い
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

以
下
、
小
論
で
は
、
王
羲
之
と
い
う
一
個
の
人
間
像
を
探
る
た

め
に
、
羲
之
と
道
教
と
の
関
わ
り
を
視
点
と
し
て
、
主
に
羲
之
の

手
に
な
る
書
翰
資
料
を
中
心
と
し
て
検
討
を
加
え
た
い
。

二

王
羲
之
の
書
翰

「
書
聖
」
と
し
て
有
名
な
東
晋
の
王
羲
之
（
三
〇
三
～
三
六
一
）

の
書
は
、
後
世
、
書
の
手
本
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
き
た
。
い
わ
ゆ

る
法
帖
と
し
て
多
く
の
も
の
が
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
例
え
ば
「
十
七
帖
」
は
、
二
十
九
首
の
羲
之
の
書
翰
を
収
め

た
も
の
で
、
初
め
が
「
十
七
日
、
先
書
」
で
書
き
出
さ
れ
て
い
る

の
で
「
十
七
帖
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
今
、
「
十
七
帖
」
冒
頭
の
書

翰
の
内
容
を
見
て
み
よ
う
［
２
］
。
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十
七
日
、
先
書
。
郗
司
馬
未
去
。
即
日
得
足
下
書
、
為
慰
。

先
書
以
具
。
示
復
数
字
。

（
『
右
軍
』
一
・
『
二
王
』
中
）

十
七
日
、
先
に
書
す
。
郗
司
馬
は
未
だ
去
ら
ず
。
即
日
、
足
下

ち

の
書
を
得
て
、
慰
め
と
為
す
。
先
の
書
に
以
に
具
は
る
。
復
た

す
で

そ
な

ま

数
字
を
示
す
の
み
。

す
な
わ
ち
、
「
十
七
日
、
先
に
お
手
紙
を
出
し
ま
し
た
が
、
郗
司
馬

ま
ま
だ
出
発
し
て
お
り
ま
せ
ん
。（
手
紙
を
出
し
た
）
そ
の
日
に
、

あ
な
た
の
お
手
紙
を
受
け
取
り
、
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
先
の
書
に

詳
し
く
述
べ
ま
し
た
の
で
。
以
上
、
ご
連
絡
ま
で
」
と
い
う
内
容

の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
郗
司
馬
」
と
は
郗
曇
（
三
二

〇
～
三
六
一
）
の
こ
と
で
、
羲
之
の
妻
の
弟
に
当
た
る
。
郗
曇
の

娘
は
羲
之
の
子
の
王
献
之
の
妻
と
な
っ
た
。

咸
康
六
年
（
三
四
〇
）
、
羲
之
三
十
八
歳
の
時
、
郗
司
馬
（
曇
）

は
司
馬
昱
（
簡
文
帝
）
が
撫
軍
将
軍
と
な
っ
た
時
に
、
そ
の
司
馬

と
な
っ
た
。
つ
い
で
尚
書
吏
部
郎
に
除
せ
ら
れ
、
御
史
中
氶
を
拝

し
た
。
従
っ
て
此
の
書
翰
は
、
曇
が
司
馬
に
な
っ
た
、
咸
康
六
年

頃
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
［
３
］
。

こ
の
よ
う
に
、
今
日
ま
で
に
残
さ
れ
た
王
羲
之
の
書
翰
は
合
わ

せ
て
七
百
条
に
近
い
数
の
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
は
王
羲
之
研
究
に

と
っ
て
は
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
羲
之
の
書
翰

は
、
も
と
も
と
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

言
い
換
え
れ
ば
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
中
国
文
学
の
伝

統
的
な
文
学
形
式
で
あ
る
「
書
」
と
は
、
全
く
異
質
の
極
め
て
私

的
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
甚
だ
難

し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
書
翰
に
見
ら
れ
る
多
く
の
語
彙
は
、
い
わ
ゆ
る
当
時

の
口
語
と
思
わ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
意
味
の
把
握
は
難
し
い
。
ま

た
、
文
法
的
に
も
や
は
り
口
語
の
影
響
を
受
け
た
と
想
像
さ
れ
る

も
の
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
［
４
］
。

更
に
殆
ど
の
書
翰
は
、
ご
く
親
し
い
人
に
宛
て
た
も
の
で
あ
り
、

中
に
は
次
に
挙
げ
る
よ
う
に
僅
か
数
字
程
度
の
も
の
も
多
く
あ
る
。

卿
大
小
佳
。

（
『
右
軍
』

）
392

卿
の
大
小
は
佳
な
る
か
。

得
申
近
問
不
。

（
『
右
軍
』

）
105

近
問
を
申
ぶ
る
を
得
た
り
や
不
や
。

の

い
な

今
、
付
呉
興
酢
二
器
。

（
『
右
軍
』

）
120

今
、
呉
興
の
酢
二
器
を
付
す
。

最
初
の
手
紙
は
「
お
宅
の
皆
様
は
お
元
気
で
す
か
」、
次
は
「
最
近

の
様
子
を
知
ら
せ
る
手
紙
は
あ
り
ま
し
た
か
」
、
最
後
の
も
の
は

「
今
、
呉
興
の
酢
二
瓶
を
お
送
り
し
ま
す
」
と
い
っ
た
内
容
の
も

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
羲
之
の
書
翰
は
、
言
わ
ば
今
日
我
々
が

携
帯
で
メ
ー
ル
を
す
る
が
如
き
感
覚
で
書
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。ま

た
、
羲
之
の
書
翰
の
中
に
は
「
信
使
」
と
い
う
語
も
見
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
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信
使
甚
数
、
而
無
還
者
、
似
書
疏
不
可
得
。
得
問
、
宜
示
告

之
。
知
長
翔
田
舎
、
比
卿
還
。
当
知
何
候
。
須
得
音
。
副
民

望
甚
善
。

（
『
右
軍
』

）
235

信
使
は
甚
だ
数
し
ば
な
る
も
、
而
も
還
る
者
無
く
、
書
疏
は
得

し
か

可
か
ら
ざ
る
に
似
た
り
。
問
を
得
ば
、
宜
し
く
之
を
示
告
す
べ

し
。
長
翔
の
田
舎
に
、

比

ろ
卿
の
還
ら
ん
と
す
る
を
知
る
。
当

こ
の
こ

は

た
何
れ
の
候
な
る
か
を
知
ら
ん
。
音
を
得
ん
こ
と
を
須
つ
。
民

望
に
副
ふ
は
甚
だ
善
し
。

「
信
使
は
よ
く
出
て
行
く
の
で
す
が
、
戻
っ
て
来
る
者
は
無
く
、

便
り
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
で
す
。
便
り
が
あ
っ
た
ら
、

ど
う
か
私
に
見
せ
て
下
さ
い
。
長
翔
の
田
舎
に
、
近
い
う
ち
に
あ

な
た
が
帰
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
い
っ
た
い
何
時

ご
ろ
に
な
る
の
で
す
か
。
連
絡
を
待
っ
て
お
り
ま
す
。
民
の
願
い

に
そ
う
こ
と
は
大
変
よ
い
こ
と
で
す
」
と
い
う
内
容
の
書
翰
で
あ

る
。
こ
こ
の
「
信
使
」
と
は
、
恐
ら
く
手
紙
を
運
ぶ
使
者
の
こ
と

で
、
当
時
は
こ
う
し
た
「
信
使
」
が
頻
繁
に
行
き
来
を
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
信
使
に
書
翰
を
託
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
七
百
条
に
も
及
ぶ
膨
大
な
書
翰
が
、
な

ぜ
今
日
ま
で
残
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
こ
と
を
物
語
る
逸
話
が
『
晋
書
』
巻
八
十
「
王
羲
之
伝
」

に
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
晋
書
』
本
伝
に
は
、
羲
之
の
書

が
生
存
中
か
ら
珍
重
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
次
の
よ
う
な
逸
話

が
残
さ
れ
て
い
る
。

又
山
陰
有
一
道
士
、
養
好
鵞
。
羲
之
往
観
焉
、
意
甚
悦
、
固

求
市
之
。
道
士
云
、
「
為
写
道
徳
経
、
当
挙
群
相
贈
耳
」
。
羲

之
欣
然
写
畢
、
籠
鵞
而
帰
、
甚
以
為
楽
。
其
任
率
如
此
。

又
た
山
陰
に
一
道
士
有
り
、
好
鵞
を
養
ふ
。
羲
之
往
き
て
焉
を

ゆ

こ
れ

観
、
意

甚
だ
悦
び
、
固
く
之
を
市
ら
ん
こ
と
を
求
む
。
道
士
云

う

ふ
、
「
為
に
道
徳
経
を
写
さ
ば
、
当
に
群
を
挙
げ
て
相
贈
る
べ

ま
さ

き
の
み
」
と
。
羲
之
は
欣
然
と
し
て
写
し
畢
り
、
鵞
を
籠
に
し

を
は

か
ご

て
帰
り
、
甚
だ
以
て
楽
し
み
と
為
す
。
其
の
任
率
な
る
こ
と
此か
く

の
如
し
。

す
な
わ
ち
、
「
ま
た
、
山
陰
県
に
一
人
の
道
士
が
い
て
、
好
い
鵞
鳥

を
飼
っ
て
い
た
。
羲
之
は
出
か
け
て
行
っ
て
そ
れ
を
見
、
た
い
そ

う
気
に
入
り
、
ど
う
し
て
も
売
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
。
す
る
と

道
士
は
、「
老
子
の
『
道
徳
経
』
を
写
し
て
く
だ
さ
る
な
ら
、
こ
の

鵞
鳥
を
全
て
差
し
上
げ
ま
す
」
と
言
っ
た
。
羲
之
は
大
喜
び
で
そ

れ
を
写
し
終
え
、
鵞
鳥
を
籠
に
入
れ
て
帰
っ
て
、
大
変
そ
れ
を
楽

し
ん
だ
。
お
よ
そ
彼
の
任
率
（
思
い
の
ま
ま
に
ふ
る
ま
う
こ
と
）

ぶ
り
は
、
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
羲
之
が

鵞
鳥
を
愛
好
し
て
い
る
こ
と
は
『
晋
書
』
に
も
他
に
記
載
が
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
道
士
が
鵞
鳥
の
対
価
と
し
て
羲
之
の
書
を
欲
し
が

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
羲
之
の
書
は
生
前
か
ら
す
で
に
高
い
評
価

を
得
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
記
載
も
あ
る
。
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嘗
詣
門
生
家
、
見
棐
几
滑
浄
、
因
書
之
、
真
草
相
半
。
後
為

其
父
誤
刮
去
之
、
門
生
驚
懊
者
累
日
。

嘗
て
門
生
の
家
に
詣
り
、
棐
の

几

の
滑
浄
な
る
を
見
、
因
り

い
た

か
や

つ
く
え

て
之
に
書
し
、
真
草

相
半
ば
す
。
後
、
其
の
父
の
為
に
誤
り

な
か

て
之
を
刮
り
去
ら
れ
、
門
生
の

驚

懊
す
る
者
、
累
日
な
り
。

け
ず

き
や
う
あ
う

こ
と

「
か
つ
て
門
人
の
家
に
行
き
、
棐
の
木
の
机
の
滑
ら
か
な
の
を
見

て
、
そ
れ
に
字
を
書
い
た
が
、
真
書
と
草
書
と
が
相
半
ば
し
て
い

た
。
後
に
そ
の
父
が
誤
っ
て
（
そ
の
字
を
）
削
り
去
っ
て
し
ま
っ

た
。
門
人
は
何
日
も
ふ
さ
ぎ
こ
ん
で
い
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る

が
、
こ
こ
か
ら
も
羲
之
の
書
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
更
に
、
次
の
よ
う
な
事
も
記
さ
れ
て
い
る
。

又
嘗
在
蕺
山
、
見
一
老
姥
、
持
六
角
竹
扇
売
之
。
羲
之
書
其

扇
、
各
為
五
字
。
姥
初
有
慍
色
。
因
謂
姥
曰
、「
但
言
、
是
王

右
軍
書
。
以
求
百
銭
邪
」
。
姥
如
其
言
、
人
競
買
之
。

又
た
嘗
て
蕺
山
に
在
り
て
、
一
老
姥
の
、
六
角
の
竹
扇
を
持
ち

し
ふ

て
之
を
売
る
を
見
る
。
羲
之
は
其
の
扇
に
書
し
て
、
各
お
の
五

字
を
為
す
。
姥
は
初
め
慍
る
色
有
り
。
因
り
て
姥
に
謂
ひ
て
曰

い
か

く
、「
但
だ
言
へ
、
是
れ
王
右
軍
の
書
と
。
以
て
百
銭
を
求
め
ん

た

こ

か
」
と
。
姥
、
其
の
言
の
如
く
す
る
に
、
人
競
ひ
て
之
を
買
ふ
。

き
そ

「
ま
た
或
る
時
、

蕺

山
で
一
人
の
老
婆
が
、
六
角
の
竹
扇
を
売

し
ゆ
う

っ
て
い
た
。
羲
之
は
そ
の
扇
に
五
文
字
ず
つ
書
い
て
や
っ
た
。
老

婆
は
初
め
機
嫌
が
悪
か
っ
た
。
そ
こ
で
羲
之
は
『
た
だ
「
こ
れ
は

王
右
軍
の
書
だ
」
と
言
え
ば
、
百
銭
で
売
れ
よ
う
』
と
言
っ
た
。

老
婆
が
そ
の
通
り
に
す
る
と
、
人
々
は
競
っ
て
買
い
求
め
た
」。

こ
れ
ら
『
晋
書
』
本
伝
に
記
載
さ
れ
て
い
る
逸
話
を
見
れ
ば
、

羲
之
の
書
は
当
時
か
ら
甚
だ
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
十
分
に

理
解
で
き
る
。
今
日
の
我
々
が
、
有
名
人
や
高
名
な
人
の
書
い
た

も
の
を
珍
重
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

こ
う
し
て
恐
ら
く
羲
之
か
ら
書
を
も
ら
っ
た
人
は
、
そ
れ
を
大

切
に
し
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
羲
之
の

書
翰
が
あ
る
。

上
方
寛
博
多
通
、
資
生
有
十
倍
之
。
覚
是
所
委
息
。
乃
有
南

眷
情
。
足
下
謂
何
以
。
密
示
。
一
勿
宣
此
意
。
為
与
卿
共
思

之
。
省
已
、
以
付
火
。

（
『
右
軍
』

）
313

上
方
は
寛
博
に
し
て
通
ず
る
こ
と
多
く
、
資
生
は
之
に
十
倍
す

る
有
り
。
是
れ
委
息
す
る
所
な
る
を
覚
ゆ
。
乃
ち
南
眷
の
情
有

こ

り
。
足
下
は
何
を
以
て
せ
ん
と
謂
ふ
や
。
密
か
に
示
す
。
一
に

お
も

い
つ

此
の
意
を
宣
ぶ
る
こ
と
勿
れ
。
卿
と
共
に
之
を
思
は
ん
と
す
る

の

が
為
な
り
。
省
已
は
れ
ば
、
以
て
火
に
付
せ
よ
。

み

を

「
あ
ち
ら
は
土
地
が
広
く
、
物
資
の
流
通
も
頻
繁
で
、
利
益
は
こ

こ
の
十
倍
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
が
落
ち
着
き
場
所
で
は
な
い
か
と
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思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
南
の
方
へ
移
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
が
あ
り

ま
す
。
あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。
こ
っ
そ
り
お
話
し
し
て

い
る
の
で
す
か
ら
、
決
し
て
口
外
な
さ
ら
な
い
よ
う
に
。
あ
な
た

と
二
人
だ
け
で
相
談
し
た
い
と
思
う
か
ら
で
す
。
ご
覧
に
な
っ
た

ら
、
燃
や
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
内
容
の
書
翰
で
あ
る
が
、
一
家

の
長
と
し
て
の
王
羲
之
は
、
王
家
を
支
え
る
た
め
の
経
済
に
つ
い

て
も
心
を
配
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
書
翰
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
省
已
は
れ
ば
、
以
て

火
に
付
せ
よ
」
と
い
う
結
び
の
言
葉
で
あ
る
。
内
容
が
内
容
だ
け

に
、
こ
の
手
紙
を
燃
や
す
よ
う
に
、
と
い
う
忠
告
に
反
し
て
、
現

に
こ
の
書
翰
が
今
日
に
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り

受
け
取
っ
た
人
が
羲
之
の
書
の
価
値
を
認
め
、
燃
や
す
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
七
百
条
に
も
及
ぶ
王
羲
之
の
書
翰
は
大
切

に
さ
れ
、
我
々
は
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

三

王
家
と
道
教

王
羲
之
の
家
は
代
々
、
張
氏
の
五
斗
米
道
、
す
な
わ
ち
道
教
を

信
奉
し
て
い
た
。
殊
に
羲
之
の
次
男
の
凝
之
は
、
狂
信
的
な
信
者

で
あ
り
、
鬼
兵
の
援
助
を
当
て
に
し
て
賊
に
対
す
る
備
え
を
せ
ず
、

賊
に
攻
め
ら
れ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、『
晋
書
』

王
羲
之
伝
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

有
七
子
、
知
名
者
五
人
。
玄
之
、
早
卒
。
次
凝
之
、
亦
工
草

隷
。
仕
歴
江
州
刺
史
、
左
将
軍
、
会
稽
内
史
。
王
氏
世
事
張

氏
五
斗
米
道
、
凝
之
彌
篤
。
孫
恩
之
攻
会
稽
、
僚
佐
請
為
之

備
。
凝
之
不
従
。
方
入
靖
室
請
禱
、
出
語
諸
将
佐
曰
、「
吾
已

請
大
道
、
許
鬼
兵
相
助
。
賊
自
破
矣
」
。
既
不
設
備
、
遂
為
孫

恩
所
害
。

七
子
有
り
、
名
を
知
ら
る
る
者
五
人
。
玄
之
は
、
早
く

卒

す
。

し
ゆ
つ

次
は
凝
之
、
亦
た
草
隷
に
工
み
な
り
。
仕
へ
て
江
州
刺
史
、
左

ま

将
軍
、
会
稽
内
史
を
歴
た
り
。
王
氏
は
世
よ
張
氏
の
五
斗
米
道

に
事
へ
、
凝
之
は
彌
い
よ
篤
し
。
孫
恩
の
会
稽
を
攻
む
る
や
、

つ
か

い
よ

僚
左
は
之
が
備
へ
を
為
さ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
凝
之
は
従
は
ず
。
方ま
さ

に
靖
室
に
入
り
て
請
禱
し
、
出
で
て
諸
将
佐
に
語
り
て
曰
く
、

せ
い
た
う

「
吾
は
已
に
大
道
に
請
ふ
に
、
鬼
兵
も
て
相
助
く
る
を
許
す
。

あ
ひ

賊
は
自
ら
破
れ
ん
」
と
。
既
に
備
へ
を
設
け
ず
、
遂
に
孫
恩
の

つ
ひ

害
す
る
所
と
為
る
。

「
七
人
の
子
が
あ
り
、
名
の
知
れ
た
者
は
五
人
で
あ
っ
た
。
玄
之

は
早
く
亡
く
な
っ
た
。
次
男
の
凝
之
は
、
ま
た
草
書
・
隷
書
に
巧

み
で
あ
っ
た
。
仕
官
し
て
江
州
刺
史
、
左
将
軍
、
会
稽
内
史
を
歴

任
し
た
。
王
氏
は
代
々
、
張
氏
の
五
斗
米
道
を
信
じ
て
い
た
が
、

凝
之
は
と
り
わ
け
信
仰
が
篤
か
っ
た
。
孫
恩
が
会
稽
を
攻
め
た
時
、

部
下
が
防
備
を
す
る
よ
う
に
願
っ
た
と
こ
ろ
、
凝
之
は
そ
れ
に
従

わ
ず
、
靖
室
に
入
っ
て
祈
祷
を
し
、
お
わ
っ
て
部
屋
か
ら
出
て
く

る
と
、
将
軍
や
属
官
に
む
か
っ
て
言
っ
た
、
『
私
が
神
に
お
願
い
を

し
て
、
鬼
兵
が
助
け
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
、
賊
は
お
の

ず
か
ら
破
れ
る
は
ず
だ
』
と
。
こ
う
し
て
防
備
を
し
な
か
っ
た
の
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で
、
孫
恩
に
攻
撃
さ
れ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

そ
れ
で
は
、
羲
之
自
身
と
道
教
と
の
関
わ
り
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
以
下
、
羲
之
の
書
翰
の
中
か
ら
、
道
教
と

関
わ
り
の
あ
る
言
葉
の
見
え
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

姉
適
復
二
告
、
安
和
。
郗
故
病
篤
、
無
復
他
治
、
為
消
息
耳
。

憂
之
深
。
今
移
至
田
舎
、
就
道
家
也
。
事
畢
、
吾
当
遣
信
。

（
『
右
軍
』

）
37

姉
よ
り
適
た
ま
復
た
二
告
あ
り
て
、
安
和
な
り
。
郗
は
故
よ
り

た
ま

ま

ち

も
と

病
ひ
篤
く
、
復
た
他
の
治
無
く
。
消
息
を
為
す
耳
。
之
を
憂
ふ

る
こ
と
深
し
。
今
、
移
り
て
田
舎
に
至
り
、
道
家
に
就
く
な
り
。

事
畢
れ
ば
、
吾
は
当
に
信
を
遣
る
べ
し
。

を
は

ま
さ

「
姉
か
ら
た
ま
た
ま
二
通
の
手
紙
が
あ
り
ま
し
た
が
、
元
気
に
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
郗
は
や
は
り
病
気
が
重
く
、
別
に
治
療
の
方

法
も
無
く
、
安
静
に
し
て
い
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
と
て
も
心
配

で
す
。
今
、
田
舎
に
移
っ
て
、
道
家
の
先
生
の
所
に
お
り
ま
す
。

御
祈
祷
が
す
ん
だ
ら
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
」
と
い
う
内
容
で
あ

る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
道
家
」
と
い
う
語
は
、
道
教
の
先
生
、
す

な
わ
ち
道
士
の
い
る
所
を
指
す
。

期
已
至
。
遅
還
具
足
下
問
耳
。
当
力
東
治
道
家
。
無
縁
省
告
、

但
有
悲
慨
。
不
得
東
此
月
問
。

（
『
淳
化
』
四
）

期
は
已
に
至
ら
ん
。
還
り
て
足
下
の
問
を

具

に
せ
ん
こ
と
を
遅

つ
ぶ
さ

ま

つ
耳
。
当
に
力
め
て
東
し
て
道
家
に
治
す
べ
し
。
告
を
省
る
に

の
み

つ
と

縁
無
く
、
但
だ
悲
慨
有
る
の
み
。
東
よ
り
の
此
の
月
の
問
を
得

ず
。

「
期
は
も
う
（
そ
ち
ら
に
）
着
い
た
で
し
ょ
う
。
（
期
）
が
帰
っ
て

来
て
、
あ
な
た
の
様
子
を
詳
し
く
知
ら
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
待
っ

て
お
り
ま
す
。
な
ん
と
か
東
の
方
へ
行
っ
て
道
家
の
先
生
に
治
療

し
て
も
ら
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
お
手
紙
を
拝
見
す

る
こ
と
も
無
く
、
悲
し
み
歎
く
ば
か
り
で
す
。
東
の
方
か
ら
の
今

月
の
（
様
子
を
知
ら
せ
る
）
手
紙
も
あ
り
ま
せ
ん
」。
こ
の
書
翰
に

も
「
道
家
」
の
語
が
見
え
て
い
る
。

次
に
挙
げ
る
書
翰
に
は
「
大
先
師
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い

る
。

日
五
期
結
、
極
以
大
先
師
之
言
。
皆
著
推
此
、
言
之
無
験
、

如
此
。
事
君
当
欲
知
、
故
及
。
宜
停
宅
。

（
『
淳
化
』
五
）

日
に
五
た
び
結
を
期
し
、
極
む
る
に
大
先
師
の
言
を
以
て
す
。

皆
な
著
は
し
て
之
を
推
す
も
、
言
の

験

無
き
こ
と
、
此
の
如
し
。

し
る
し

か
く

事
は
君
の
当
に
知
る
を
欲
す
べ
き
こ
と
な
れ
ば
、
故
に
及
ぶ
。

宜
し
く
宅
に
停
ま
る
べ
し
。

「
一
日
に
五
回
も
結
果
を
願
い
、
大
先
師
の
お
言
葉
を
唱
え
続
け

ま
し
た
。
す
べ
て
神
に
申
し
上
げ
た
の
で
す
が
、
こ
の
言
葉
に
効

果
の
な
い
こ
と
は
、
以
上
の
通
り
で
す
。
こ
の
事
に
つ
い
て
は
、
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あ
な
た
が
知
り
た
が
っ
て
い
た
の
で
、
お
便
り
し
ま
し
た
。
家
に

留
ま
っ
て
い
な
さ
い
よ
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
見
え

る
「
大
先
師
」
も
、
恐
ら
く
「
道
士
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

七
月
十
六
日
、
羲
之
報
。
凶
禍
累
仍
。
周
嫂
弃
背
、
大
賢
不

救
。
哀
痛
兼
傷
、
切
割
心
情
。
奈
何
奈
何
。
遣
書
感
塞
。
羲

之
報
。

（
『
右
軍
』

）
186

七
月
十
六
日
、
羲
之
報
ず
。
凶
禍
は
累
り
に
仍
な
る
。
周
嫂
は

し
き

か
さ

弃
背
し
、
大
賢
は
救
は
れ
ず
。
哀
痛

兼
ね
て
傷
み
、
心
情
を
切

割
す
。
奈
何
せ
ん

奈
何
せ
ん
。
書
を
遣
れ
ば
感
塞
す
。
羲
之
報

ず
。

「
七
月
十
六
日
、
羲
之
報
ず
。
不
幸
が
た
び
重
な
り
ま
し
た
。
周

嫂
が
亡
く
な
ら
れ
、
大
賢
も
救
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

哀
し
い
上
に
も
痛
ま
し
く
、
心
も
張
り
裂
け
ん
ば
か
り
で
す
。
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
お
手
紙
を
差
し

上
げ
る
に
つ
け
、
胸
の
つ
ま
る
思
い
が
し
ま
す
。
羲
之
報
ず
」
。

こ
こ
に
見
え
る
「
大
賢
」
も
前
の
手
紙
に
あ
る
「
大
先
師
」
と
同

じ
く
「
道
士
」
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
書
翰
に
見
え
る
よ
う
に
羲
之
は
「
道
士
」
（
「
大
先
師
」

「
大
賢
」）
を
頼
っ
て
病
気
の
平
癒
を
願
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

道
士
に
よ
る
祈
禱
を
「
救
命
」
と
言
っ
て
い
た
こ
と
が
、
以
下
に

挙
げ
る
書
翰
に
よ
っ
て
分
か
る
。

省
別
、
具
足
下
小
大
問
、
為
慰
。
多
分
張
。
念
足
下
懸
情
。

武
昌
諸
子
、
亦
多
遠
宦
。
足
下
兼
懐
。
並
数
問
不
。
老
婦
頃

疾
篤
、
救
命
恒
憂
慮
。
餘
粗
平
安
。
知
足
下
情
至
。

（
『
右
軍
』

・
『
淳
化
』
三
）

13

別
を
省
て
、
足
下
の
小
大
の
問
を

具

に
し
、
慰
め
と
為
す
。
分

つ
ぶ
さ

張
す
る
も
の
多
し
。
足
下
の
懸
情
を
念
ふ
。。
武
昌
の
諸
子
も
、

亦
た
遠
宦
す
る
も
の
多
し
。
足
下
は
兼
ね
て
懐
は
ん
。
並
び
に

数
し
ば
問
あ
り
や
不
や
。
老
婦
は
頃
ろ
疾
ひ
篤
く
、
救
命
す
る

い
な

も
恒
に
憂
慮
す
。
餘
は
粗
ぼ
平
安
な
り
。
足
下
の
情
の
至
れ
る

を
知
る
。

「
別
状
を
拝
見
し
て
、
お
宅
の
皆
様
の
様
子
が
よ
く
わ
か
り
、
安

心
い
た
し
ま
し
た
。
地
方
に
出
て
お
ら
れ
る
方
が
多
く
、
さ
ぞ
か

し
ご
心
配
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
か
つ
て
の
武
昌
の
仲
間
も
、
遠

く
に
赴
任
し
て
い
る
者
が
多
く
、
あ
な
た
も
会
い
た
く
思
っ
て
お

い
で
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
か
ら
の
便
り
は
し
ば
し
ば
有
り

ま
す
か
。
老
妻
は
近
ご
ろ
病
気
が
重
く
、
祈
禱
を
し
て
も
ら
っ
て

お
り
ま
す
が
、
い
つ
も
憂
慮
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
者
は
、

だ
い
た
い
無
事
で
す
。
あ
な
た
の
お
心
づ
く
し
を
知
り
、
う
れ
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
」。

諸
賢
子
粗
足
自
枝
注
、
示
吾
弱
息
毀
弊
。
大
児
恒
救
命
、
足

令
人
心
燋
。
先
是
之
懽
、
於
今
皆
為
哀
苦
。
自
非
復
衰
年
所

堪
。
豈
復
以
既
往
累
心
。
率
事
自
難
為
懐
。
如
之
何
。

（
『
王
右
軍
集
』
二
）
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諸
賢
子
は
粗
ぼ
自
ら
枝
注
た
る
に
足
る
に
、
吾
に
弱
息

毀
弊
を

示
す
。
大
の
児
は
恒
に
救
命
し
、
人
の
心
を
し
て
燋
が
令
む
る

こ

し

に
足
る
。
是
よ
り
先
の
懽
び
、
今
に
於
い
て
皆
な
哀
苦
と
為
る
。

自
ら
復
た
衰
年
の
堪
ふ
る
所
に
非
ず
。
豈
に
復
た
既
往
を
以
て

心
を
累
は
さ
ん
。

率

ね
事
は
自
ら
懐
ひ
を
為
し
難
し
。
之
を
如

お
ほ
む

何
せ
ん
。

「
あ
な
た
の
お
子
さ
ん
た
ち
は
、
十
分
、
自
分
だ
け
で
や
っ
て
行

け
る
の
に
、
息
苦
し
く
て
疲
弊
し
て
い
る
と
私
に
言
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
大
の
子
供
は
い
つ
も
御
祈
祷
を
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
私

を
心
配
で
い
ら
い
ら
さ
せ
ま
す
。
以
前
の
喜
び
は
、
今
に
な
っ
て

す
べ
て
哀
し
み
と
苦
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
年
寄
り
に

堪
え
ら
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
て
ま
た
過
ぎ
去
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
で
心
を
煩
わ
せ
た
り
し
ま
し
ょ
う
か
。
だ
い
た

い
何
事
も
思
う
に
ま
か
せ
ぬ
も
の
な
の
で
す
。
ど
う
す
る
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
」。

懐
足
下
、
可
謂
礼
之
□
。
今
以
志
心
寄
卿
。
想
必
至
到
。
論

之
、
救
命
不
暇
。
此
事
、
於
今
為
奢
遠
耳
。
要
是
事
其
本
心
。

（
『
右
軍
』

）
162

懐
ふ
に
足
下
、
之
に
礼
す
る
こ
と
□
と
謂
ふ
可
し
。
今
、
志
心

を
以
て
卿
に
寄
す
。
想
ふ
に
必
ず
至
到
ら
ん
。
之
を
論
じ
て
、

い

た

救
命
に
暇
あ
ら
ず
。
此
の
事
、
今
に
於
い
て
奢
遠
と
為
す
耳
。

要
は
是
れ
其
の
本
心
を
事
と
す
る
な
り
。

「
思
い
ま
す
に
、
あ
な
た
が
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
取
ら
れ
た
礼
は

（

）
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
今
、
私
の
気
持
ち

を
あ
な
た
に
お
伝
え
し
ま
す
。
き
っ
と
分
か
っ
て
下
さ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
の
こ
と
を
論
じ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
祈
禱
の
時
間

が
な
く
な
っ
て
し
ま
し
ま
し
た
。
こ
の
（
礼
に
つ
い
て
の
）
こ
と

は
、
今
で
は
本
来
の
も
の
と
は
懸
け
離
れ
て
お
り
ま
す
。
要
は
本

心
に
従
う
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
」
。

こ
れ
ら
の
例
を
見
れ
ば
「
救
命
」
と
は
、
道
士
に
祈
禱
を
し
て
も

ら
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
羲
之
は
病
気
の
治
癒

を
中
心
に
道
士
を
信
頼
し
て
お
り
、
道
教
を
信
奉
し
て
い
た
こ
と

が
十
分
に
想
像
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
羲
之
に
と
っ
て
の
道
教
の
師
は
、
許
邁
で
あ
っ
た
。

許
邁
に
つ
い
て
は
、『
晋
書
』
王
羲
之
伝
に
そ
の
略
伝
が
付
さ
れ
て

い
る
。始

羲
之
所
与
共
游
者
、
許
邁
。
字
叔
玄
、
一
名
映
。
丹
陽
句

容
人
也
。

始
め
羲
之
の
与
共
に
游
び
し
所
の
者
に
、
許
邁
あ
り
。
字
は
叔

と

も

玄
、
一
名
は
映
。
丹
陽
・
句
容
の
人
な
り
。

こ
う
よ
う

と
書
き
出
さ
れ
る
略
伝
で
は
、
許
邁
と
羲
之
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
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初
採
薬
於
桐
廬
県
之
桓
山
、
餌
朮
渉
三
年
。
時
欲
断
穀
、
以

此
山
近
人
、
不
得
専
一
、
四
面
藩
之
。
好
道
之
徒
、
欲
相
見

者
、
登
楼
与
語
、
以
此
為
楽
。
常
服
気
、
一
気
千
餘
息
。
永

和
二
年
、
移
入
臨
安
西
山
、
登
巌
茹
芝
、
眇
爾
自
得
、
有
終

焉
之
志
。
乃
改
名
玄
、
字
遠
游
、
与
婦
書
告
別
、
又
著
詩
十

二
首
、
論
神
僊
之
事
焉
。
羲
之
造
之
、
未
嘗
不
彌
日
忘
帰
、

相
与
為
世
外
之
交
。
玄
遺
羲
之
書
云
、
「
自
山
陰
南
至
臨
安
、

多
有
金
堂
玉
室
、
仙
人
芝
草
。
左
元
放
之
徒
、
漢
末
諸
得
道

者
、
皆
在
焉
」。
羲
之
自
為
之
伝
、
述
霊
異
之
跡
甚
多
。
不
可

詳
記
。
玄
自
後
、
莫
測
所
終
。
好
道
者
、
皆
謂
之
羽
化
矣
。

初
め
、
薬
を
桐
廬
県
の
桓
山
に
採
り
、

朮

を
餌
ひ
て
三
年
を

じ
ゆ
つ

く
ら

渉
る
。
時
に
穀
を
断
た
ん
と
欲
す
る
も
、
此
の
山
の
、
人
に
近

く
し
て
、
専
一
す
る
を
得
ざ
る
を
以
て
、
四
面
に
之
に
藩
す
。

か
き

道
を
好
む
の
徒
、
相
見
ん
と
欲
す
る
者
あ
ら
ば
、
楼
に
登
り
て
与と
も

に
語
り
、
此
れ
を
以
て
楽
し
み
と
為
す
。
常
に
気
を
服
し
、
一

気
も
て
千
餘
息
す
。
永
和
二
年
、
移
り
て
臨
安
の
西
山
に
入
り
、

巌
に
登
り
芝
を
茹
ひ
、
眇
爾
と
し
て
自
得
し
、
終
焉
の
志
有
り
。

い
わ

し

く
ら

べ
う

じ

乃
ち
名
を
玄
、
字
を
遠
游
と
改
め
、
婦
に
書
を
与
へ
て
別
れ
を

告
げ
、
又
た
詩
十
二
首
を

著

し
、
神
僊
の
事
を
論
ず
。
羲
之

あ
ら
は

の
之
に
造
る
や
、
未
だ
嘗
て
日
に
彌
り
て
帰
る
を
忘
れ
ず
ん
ば

こ
こ

い
た

わ
た

あ
ら
ず
、
相
与
に
世
外
の
交
り
を
為
す
。
玄
は
羲
之
に
書
を
遺

と
も

の
こ

し
て
云
ふ
、「
山
陰
の
南
自
り
臨
安
に
至
る
ま
で
、
多
く
金
堂
玉

よ

室
、
仙
人
芝
草
有
り
。
左
元
放
の
徒
、
漢
末
の
諸
も
ろ
の
得
道

し

さ
う

者
は
、
皆
な
焉
に
在
り
」
と
。
羲
之
は

自

ら
之
が
伝
を
為
り
、

こ
れ

み
づ
か

つ
く

霊
異
の
跡
を
述
ぶ
る
こ
と
甚
だ
多
し
。

詳

か
に
記
す
可
か
ら

つ
ま
び
ら

ず
。
玄
は
自
後
、
終
る
所
を
測
る
莫
し
。
道
を
好
む
者
は
、
皆

な

な
之
を
羽
化
せ
り
と
謂
ふ
。

す
な
わ
ち
「
初
め
、
桐
廬
県
の
桓
山
で
薬
を
採
っ
た
と
き
は
、

朮
お
け
ら

を
食
べ
て
三
年
を
過
ご
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
穀
物
を
絶
と
う
と
思

っ
た
が
、
こ
の
山
が
人
家
に
近
く
、
そ
れ
に
専
念
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
四
方
に
藩
を
作
っ
た
。
道
家
の
徒
で
、
彼
に
会
い

か
き

た
い
者
は
、
楼
に
登
っ
て
話
を
し
、
そ
れ
を
楽
し
み
と
し
た
。
常

に
気
を
服
し
、
一
呼
吸
で
千
餘
回
の
呼
吸
に
相
当
し
た
。
永
和
二

年
、
臨
安
の
西
山
に
移
り
、
岩
に
登
っ
て
霊
芝
を
食
べ
て
、
は
る

か
に
仙
道
を
自
得
し
、
こ
の
地
で
生
涯
を
終
え
る
決
心
を
し
た
。

そ
こ
で
、
名
を
玄
、
字
を
遠
游
と
改
め
、
妻
に
手
紙
を
書
い
て
別

れ
を
告
げ
、
ま
た
詩
十
二
首
を
作
り
、
神
仙
の
事
を
論
じ
た
。
羲

之
が
こ
こ
に
来
る
と
、
何
日
も
帰
る
の
を
忘
れ
な
か
っ
た
こ
と
は

な
く
、
互
い
に
世
外
の
交
わ
り
を
結
ん
だ
。
玄
は
羲
之
に
手
紙
を

遺
し
て
、『
山
陰
の
南
か
ら
臨
安
に
か
け
て
、
金
堂
玉
室
や
仙
人
芝

草
が
多
く
あ
り
、
左
元
放
の
徒
ら
、
漢
末
の
諸
々
の
得
道
者
が
、

皆
こ
こ
に
い
る
』
と
言
っ
た
。
羲
之
は
自
ら
彼
の
伝
記
を
つ
く
り
、

数
々
の
霊
異
の
事
跡
を
述
べ
た
が
、
こ
こ
に
詳
し
く
記
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
玄
は
そ
の
後
、
ど
こ
で
終
わ
っ
た
か
分
か
ら
な
い
。

こ
の
道
を
好
む
人
た
ち
は
、
彼
は
羽
化
昇
天
し
た
の
だ
と
考
え
た
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

許
邁
と
の
出
会
い
が
何
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る

が
、
恐
ら
く
羲
之
が
会
稽
の
地
に
や
っ
て
来
て
か
ら
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
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こ
う
し
た
許
邁
と
の
交
わ
り
を
通
し
て
、
羲
之
は
服
食
養
生
に

努
め
る
こ
と
に
な
り
、
薬
方
に
も
大
い
に
興
味
を
懐
い
て
い
く
よ

う
に
な
っ
た
。

四

服
食
養
生

『
世
説
新
語
』
言
語
篇
に
、

何
平
叔
云
、
服
五
石
散
、
非
唯
治
病
、
亦
覚
神
明
開
朗
。

何
平
叔
云
ふ
、
五
石
散
を
服
す
れ
ば
、
唯
だ
に
病
ひ
を
治
す
る

た

の
み
に
非
ず
、
亦
た
神
明
開
朗
な
る
を
覚
ゆ
、
と
。

ま

「
何
平
叔
が
言
う
に
は
、
『
五
石
散
を
服
用
す
る
と
、
た
だ
病
気
が

治
る
だ
け
で
は
な
く
、
心
が
伸
び
伸
び
と
朗
ら
か
に
な
る
』
と
」

と
見
え
、
そ
の
注
に
引
く
秦
丞
相
（
承
祖
）
「
寒
食
散
論
」
に
、

寒
食
散
之
方
、
雖
出
漢
代
、
而
用
之
者
寡
、
靡
有
伝
焉
。
魏

尚
書
何
晏
首
獲
神
効
、
由
是
大
行
於
世
、
服
者
相
尋
也
。

寒
食
散
の
方
、
漢
代
に
出
づ
る
と
雖
も
、
之
を
用
ふ
る
者

寡
す
く
な

く
、
伝
ふ
る
こ
と
有
る
靡
し
。
魏
の
尚
書
何
晏
は
首
め
て
神
効

な

か

あ
ん

は
じ

を
獲
、
是
れ
に
由
り
て
大
い
に
世
に
行
は
れ
、
服
す
る
者

相
尋

え

こ

よ

つ

ぐ
な
り
。

「
寒
食
散
の
処
方
は
、
漢
代
に
始
ま
っ
た
が
、
そ
れ
を
服
用
す
る

者
は
少
な
く
、
処
方
を
伝
え
る
者
も
無
か
っ
た
。
魏
の
尚
書
で
あ

っ
た
何
晏
が
は
じ
め
て
そ
の
す
ぐ
れ
た
効
き
目
を
得
て
、
そ
れ
か

ら
世
に
流
行
す
る
よ
う
に
な
り
、
服
用
す
る
者
も
相
次
い
だ
」
と

い
う
よ
う
に
、
魏
の
何
晏
（
字
は
平
叔
）
以
来
、
魏
・
晋
の
貴
族

の
間
で
は
「
五
石
散
」
が
流
行
し
、
そ
れ
は
服
食
養
生
の
中
心
で

あ
っ
た
［
５
］
。

さ
て
、
こ
の
五
石
散
に
関
す
る
王
羲
之
の
書
翰
に
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。

服
足
下
五
色
石
膏
散
、
身
軽
、
行
動
如
飛
也
。
足
下
更
与
下

七
、
致
之
不
。
治
多
少
、
尋
面
言
之
。
委
曲
之
事
、
実
亦
□

人
。
尋
過
江
言
散
。

（
『
王
右
軍
集
』
二
）

足
下
の
五
色
石
膏
散
を
服
す
る
に
、
身
は
軽
く
し
て
、
行
動
は

飛
ぶ
が
如
く
な
り
。
足
下
は
更
に
七
を
与
下
へ
て
、
之
を
致
す

あ

た

や
不
や
。
治
の
多
少
は
、
尋
い
で
面
し
て
之
を
言
は
ん
。
委
曲

い
な

の
事
、

実

に
亦
た
人
を
□
。
尋
い
で
江
を
過
ぐ
れ
ば
言
散
せ

ま
こ
と

ま

ん
。

す
な
わ
ち
、
「
あ
な
た
か
ら
い
た
だ
い
た
五
色
石
膏
散
を
服
用
し
た

と
こ
ろ
、
身
は
軽
く
な
り
、
行
動
は
ま
る
で
空
を
飛
ん
で
い
る
か

の
よ
う
で
す
。
あ
な
た
は
さ
ら
に
七
服
分
を
分
け
て
下
さ
り
、
送

っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
治
癒
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
ま
た
お

会
い
し
て
お
話
し
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
い
事
は
、
ま
た
人
を

（
や
り
ま
す
）。
そ
の
う
ち
に
（
彼
が
）
江
を
渡
れ
ば
気
晴
ら
し
を

し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
内
容
か
ら
、
羲
之
自
身
も
五
石
散
を
服
用

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
書
翰
の
内
容
と
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
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の
も
あ
る
。

追
尋
傷
悼
、
但
有
痛
心
。
当
奈
何
奈
何
。
得
告
慰
之
。
吾
昨

頻
哀
感
、
便
欲
不
自
勝
挙
。
旦
服
散
行
之
、
益
頓
乏
。
推
理

皆
如
足
下
所
誨
。
然
吾
老
矣
。
餘
願
未
尽
、
唯
在
子
輩
耳
。

一
旦
哭
之
。
垂
尽
之
年
、
転
無
復
理
。
此
当
何
益
。
冀
小
却

漸
消
散
耳
。
省
卿
書
、
但
有
酸
塞
。
足
下
念
故
言
散
、
所
豁

多
也
。
王
羲
之
頓
首
。

（
『
右
軍
』

・
『
淳
化
』
三
）

193

追
尋
し
て
は
傷
悼
し
、
但
だ
痛
心
有
る
の
み
。
当
た
奈
何
せ
ん

た

は

い
か
ん

奈
何
せ
ん
。
告
を
得
て
之
を
慰
む
。
吾
は
昨

頻
り
に
哀
感
し
、

い
か
ん

便

ち
自
ら
勝
挙
へ
ざ
ら
ん
と
欲
。

旦

に
服
散
し
て
之
を
行
ふ

す
な
は

た

す

あ
し
た

も
、
益
ま
す
頓
乏
す
。
理
を
推
す
に
皆
な
足
下
の
誨
ふ
る
所
の

を
し

如
し
。
然
れ
ど
も
吾
は
老
い
た
り
。
餘
願
の
未
だ
尽
く
さ
ざ
る

は
、
唯
だ
子
輩
に
在
る
耳
。
一
旦

之
を
哭
す
。
垂
尽
の
年
、
転

の
み

う
た

た
復
す
る
理
無
か
ら
ん
と
す
。
此
れ
当
た
何
の
益
あ
ら
ん
。
小
却

は

い
さ
さ

か

漸

く
消
散
せ
ん
こ
と
を
冀
ふ
耳
。
卿
の
書
を
省
る
に
、
但

や
う
や

ね
が

の
み

み

だ
酸
塞
有
る
の
み
。
足
下

言
散
し
て
、
豁
く
す
る
所
の
多
か

ひ
ろ

ら
ん
こ
と
を
念
故
せ
よ
。
王
羲
之

頓
首
。

「
思
い
起
こ
し
て
は
悲
し
み
、
た
だ
心
が
痛
む
ば
か
り
で
す
。
一

体
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
お
手
紙
を
い
た
だ
い
て
心
が
慰
み
ま

し
た
。
私
は
昨
日
、
悲
し
く
て
た
ま
ら
な
く
な
り
、
と
て
も
我
慢

す
る
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
朝
に
な
っ
て
服
散
し
た
の

で
す
が
、
ま
す
ま
す
元
気
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

わ
け
を
考
え
て
み
ま
す
に
、
す
べ
て
あ
な
た
の
お
考
え
の
通
り
で

す
。
と
こ
ろ
で
私
は
年
老
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
心
に
残
っ
て
い

る
こ
と
は
、
た
だ
子
供
た
ち
の
こ
と
だ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
に

わ
か
に
そ
の
死
を
哭
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
。
残
り
わ
ず
か
な

年
齢
に
な
り
、
と
て
も
病
気
が
治
る
望
み
も
あ
り
ま
せ
ん
。
服
薬

し
て
い
っ
た
い
何
の
益
が
あ
る
の
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
少

し
ず
つ
で
も
薬
を
飲
ん
で
治
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

あ
な
た
の
お
手
紙
を
見
て
は
、
た
だ
悲
し
み
に
胸
が
ふ
さ
が
る
ば

か
り
で
す
。
あ
な
た
は
気
を
晴
ら
し
て
大
き
な
気
持
ち
で
い
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
」。

こ
こ
に
見
え
る
「
服
散
」
も
、
或
い
は
五
石
散
を
服
用
す
る
こ
と

で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
羲
之
は
こ
う
し
た
服
薬
に
よ
っ
て
、

塞
い
だ
気
持
ち
を
晴
ら
す
よ
う
に
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
「
五
石
散
」
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う

な
物
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
こ
と
に
就
い
て
は
、
中
国
の
著
名
な

文
学
者
魯
迅
（
一
八
八
一
～
一
九
三
六
）
が
、
一
九
二
七
年
九
月

ろ

じ
ん

に
広
州
に
お
け
る
夏
期
学
術
講
演
会
で
行
っ
た
「
魏
晋
風
度
及
文

章
与
薬
及
酒
之
関
係
」
と
題
す
る
講
演
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

「
五
石
散
」
是
一
種
毒
薬
、
是
何
晏
吃
開
頭
的
。
漢
時
、
大

家
還
不
敢
吃
、
何
晏
或
者
将
薬
方
略
加
改
変
、
便
吃
開
頭
了
。

五
石
散
的
基
本
、
大
概
是
五
様
薬
。
石
鍾
乳
・
石
硫
黄
・
白

石
英
・
紫
石
英
・
赤
石
脂
、
另
外
怕
還
配
点
別
様
的
薬
。
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す
な
わ
ち
、
「
『
五
石
散
』
は
一
種
の
毒
薬
で
、
何
晏
が
ま
ず
最
初

に
飲
み
は
じ
め
た
の
で
す
。
漢
の
時
代
、
人
々
は
ま
だ
飲
も
う
と

し
な
か
っ
た
。
何
晏
は
処
方
を
い
く
ら
か
改
良
し
て
、
そ
れ
か
ら

飲
み
は
じ
め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
五
石
散
の
基
本
は
、
石
鍾
乳
・

石
硫
黄
・
白
石
英
・
紫
石
英
・
赤
石
脂
、
た
ぶ
ん
こ
の
五
つ
の
薬

で
す
。
ほ
か
に
も
少
し
別
の
薬
を
調
合
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

と
［
６
］
。

或
い
は
こ
う
し
た
薬
石
の
一
種
で
あ
ろ
う
か
。
羲
之
の
書
翰
に

は
「
紫
石
散
」
と
い
う
も
の
が
見
え
る
。

二
十
九
日
、
羲
之
報
。
月
終
、
哀
摧
傷
切
。
奈
何
奈
何
。
得

昨
示
、
知
弟
下
不
断
。
昨
紫
石
散
、
未
佳
。
卿
先
羸
甚
。
好

消
息
。
吾
比
日
極
不
快
。
不
得
眠
、
食
殊
頓
勿
。
令
合
陽
、

冀
当
佳
。
力
不
一
一
。
王
羲
之
報
。

（
『
右
軍
』

）
169

二
十
九
日
、
羲
之
報
ず
。
月
は
終
ら
ん
と
し
、
哀
摧
に
し
て
傷い
た

み
は
切
な
り
。
奈
何
せ
ん
奈
何
せ
ん
。
昨
の
示
を
得
て
、
弟
の
下

い
か
ん

い
か
ん

て
い

げ

の
断
え
ざ
る
を
知
る
。
昨
の
紫
石
散
、
未
だ
佳
な
ら
ず
。
卿
は

先
ご
ろ
羸
る
る
こ
と
甚
だ
し
。
好
く
消
息
せ
よ
。
吾
は
比
日
、

つ
か

よ

こ
の
こ
ろ

極
め
て
快
な
ら
ず
。
眠
る
を
得
ず
、
食
は
殊
に
頓
勿
な
り
。
陽

を
合
せ
令
め
、
当
に
佳
な
る
べ
き
こ
と
を
冀
ふ
。
力
不
一
一
。

し

ま
さ

ね
が

王
羲
之
報
ず
。

「
二
十
九
日
、
羲
之
報
ず
。
月
も
終
わ
ろ
う
と
し
、
感
慨
深
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ど
う
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。
昨
日
の
お
便
り

で
、
あ
な
た
の
下
痢
が
治
ら
な
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
先
日
の

紫
石
散
も
、
ま
だ
効
か
な
い
よ
う
で
す
ね
。
あ
な
た
は
先
頃
ひ
ど

く
疲
れ
て
お
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
ど
う
か
お
大
事
に
。
私
は
近
頃

と
て
も
具
合
を
悪
く
し
て
お
り
、
よ
く
眠
れ
ま
せ
ん
し
、
食
も
ま

っ
た
く
進
み
ま
せ
ん
。
陽
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
、
元
気
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
早
々
、
羲
之
報
ず
」。
こ
こ
の
「
消

息
」
は
、
今
は
休
息
し
養
生
す
る
こ
と
と
解
し
た
が
、
或
い
は
様

子
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
、
の
意
か
も
し
れ
な
い
。
「
合
陽
」
と
は
、

陰
の
気
を
避
け
、
陽
の
気
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
言
う

も
の
と
思
わ
れ
る
。

五

王
羲
之
と
薬
方

王
羲
之
の
書
翰
の
中
に
は
、
薬
方
に
関
す
る
多
く
の
書
翰
が
残

さ
れ
て
い
る
。

先
生
頃
可
耳
。
今
日
略
至
。
遅
委
悉
。
知
楽
公
可
為
之
慰
。

桃
膠
易
得
、
可
以
少
耶
。
専
一
物
不
移
、
乃
不
忠
也
。
充
迎

不
。
致
意
。
知
陽
意
事
進
。
願
人
之
善
。

（
『
右
軍
』

）
319

先
生
は

頃

ろ
可
な
る
耳
。
今
日
、
略
ぼ
至
ら
ん
。
委
悉
を
遅

こ
の
こ

の
み

ほ

ま

つ
。
楽
公
の
之
が
為
に
慰
む
可
き
を
知
る
。
桃
膠
は
得
易
き
も
、

や
す

以
て
少
し
く
す
可
き
耶
。
一
物
を
専
ら
に
し
て
移
さ
ざ
る
は
、

か

乃
ち
忠
な
ら
ざ
る
也
。
充
は
迎
ふ
る
や
不
や
。
意
を
致
せ
よ
。

な
り

い
な

陽
の
意
、
進
む
を
事
と
す
る
を
知
る
。
人
の
善
く
せ
ん
こ
と
を

願
ふ
。

「
先
生
は
近
ご
ろ
元
気
に
し
て
い
ま
す
。
今
日
ぐ
ら
い
に
は
（
そ
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ち
ら
に
）
着
く
で
し
ょ
う
。
詳
し
い
知
ら
せ
を
待
っ
て
お
り
ま
す
。

楽
公
も
先
生
に
会
っ
て
安
心
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
桃
膠
は
手

に
入
れ
や
す
い
も
の
で
す
が
、
（
使
う
量
は
）
少
な
く
す
べ
き
で
し

ょ
う
。
一
つ
の
物
ば
か
り
を
用
い
続
け
る
の
は
、
よ
く
な
い
と
思

い
ま
す
。
充
は
迎
え
て
く
れ
ま
す
か
。
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
陽
が

仕
進
す
る
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
み
ん
な
が
よ

く
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
」
。

「
桃
膠
」
と
は
、
桃
の
樹
か
ら
出
る
や
に
の
こ
と
で
、『
本
草
綱
目
』

巻
二
九
に
は
「
血
を
和
し
気
を
益
し
、
下
痢
を
治
し
、
痛
み
を
止

む
」
と
あ
る
。
書
き
出
し
の
「
先
生
」
と
は
、
先
に
挙
げ
た
道
士

の
許
邁
の
こ
と
で
あ
る
。

以
下
、
薬
方
に
関
わ
る
王
羲
之
の
書
翰
を
見
て
み
よ
う
。

噉
豆
、
鼠
傷
如
佳
。
今
送
。
能
噉
不
。

（
『
淳
化
』
三
・
『
二
王
』
上
）

豆
を
噉
へ
ば
、
鼠
傷
に
佳
な
る
が
如
し
。
今
、
送
る
。
能
く
噉

く
ら

よ

く
ら

ふ
や
不
や
。

い
な

「
豆
を
食
べ
れ
ば
、
鼠
傷
に
効
く
よ
う
で
す
。
今
、
お
送
り
し
ま

す
。
食
べ
ら
れ
ま
す
か
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
鼠
に

か
じ
ら
れ
た
傷
を
治
す
の
に
効
果
の
あ
る
豆
を
羲
之
が
教
え
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。

石
脾
、
入
水
即
乾
、
出
水
便
湿
。
独
活
、
有
風
不
動
、
無
風

自
揺
。
天
下
物
理
、
豈
可
以
意
求
。
唯
上
聖
乃
能
窮
理
。

（
『
二
王
』
中
）

石
脾
は
、
水
に
入
れ
ば
即
ち
乾
き
、
水
よ
り
出
だ
せ
ば

便

ち

す
な
は

湿
る
。
独
活
は
、
風
有
る
も
動
か
ず
、
風
無
き
も

自

ら
揺
く
。

お
の
づ
か

う
ご

天
下
の
物
理
、
豈
に
以
て
意
も
て
求
む
可
け
ん
や
。
唯
だ
上
聖

あ

た

の
み
乃
ち
能
く
理
を
窮
む
。

よ

き
は

「
石
脾
は
、
水
に
入
れ
る
と
乾
き
、
水
か
ら
出
す
と
湿
り
ま
す
。

独
活
は
、
風
が
吹
い
て
も
動
か
な
い
が
、
風
が
無
く
て
も
揺
れ
動

き
ま
す
。
天
下
の
物
の
理
は
、
ど
う
し
て
人
の
心
で
推
し
量
る
こ

と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
た
だ
聖
人
の
み
が
理
を
窮
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
」
。
こ
こ
に
あ
る
「
石
脾
」
は
、
『
本
草
綱
目
』
石

部
に
「
石
脾
は
西
戎
の
鹵
地
に
生
じ
、
碱
水
の
結
成
す
る
者
な
り
」

し
ほ

ち

け
ん
す
ゐ

と
あ
り
、「
独
活
」（
う
ど
の
一
種
）
に
つ
い
て
は
、『
本
草
綱
目
』

草
部
に
「
諸
々
の
中
風
・
湿
冷
を
治
す
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
羲
之

が
薬
方
に
つ
い
て
手
紙
の
相
手
に
説
明
を
し
て
い
る
も
の
の
よ
う

で
あ
る
。

須
狼
毒
。
市
求
不
可
得
。
足
下
或
有
者
、
分
三
両
。
停
須
。

故
示
。

（
『
淳
化
』
五

・
『
二
王
』
上

）

17

51

狼
毒
を
須
む
。
市
に
求
む
る
も
得
可
か
ら
ず
。
足
下
、
或
い
は

も
と

有
ら
者
、
三
両
を
分
か
て
よ
。
停
ま
り
て
須
つ
。
故
に
示
す
。

ば

と
ど

ま

「
狼
毒
が
必
要
で
す
。
市
場
で
捜
し
た
の
で
す
が
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
な
た
が
も
し
お
持
ち
で
し
た
ら
、
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三
両
ほ
ど
お
分
け
下
さ
い
。（
こ
ち
ら
に
）
ず
っ
と
停
ま
っ
て
待
っ

て
お
り
ま
す
の
で
。
そ
れ
で
お
便
り
し
た
次
第
で
す
」
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
「
狼
毒
」
は
、
『
本
草
綱
目
』
草
部
に
「
聾
を
治
す
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
羲
之
の
所
に
聾
を
患
っ
て
い
る
人
が

い
て
、
薬
を
待
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

「
聾
」
に
関
連
す
る
内
容
の
書
翰
と
し
て
は
、

天
鼠
膏
、
治
耳
聾
。
有
験
否
。
有
験
者
、
乃
是
要
薬
。

（
『
右
軍
』

）
11

天
鼠
膏
は
、
耳
聾
を
治
す
と
。
験

有
り
や
否
や
。
験

有
ら
者
、

し
る
し

い
な

し
る
し

ば

乃
ち
是
れ
要
薬
な
り
。

こ

「
天
鼠
膏
は
、
耳
聾
を
治
す
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
効
き
目
が
あ

る
で
し
ょ
う
か
。
も
し
効
き
目
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
大
切
な
薬
で

す
」
と
い
う
内
容
の
も
の
が
あ
る
。
王
弘
の
「
十
七
帖
述
」
に
は

「
凡
そ
鼠
胆
は
能
く
耳
聾
を
治
す
」
と
あ
る
。

お
よこ

の
よ
う
に
、
王
羲
之
は
親
し
い
人
た
ち
と
薬
方
の
情
報
を
共

有
し
、
と
も
に
服
食
養
生
に
努
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

六

目
前
の
娯
し
み

こ
う
し
た
日
々
の
生
活
の
中
で
、
羲
之
の
心
を
慰
め
て
く
れ
て

い
た
の
は
、
可
愛
い
孫
た
ち
で
あ
っ
た
。
羲
之
に
は
次
の
よ
う
な

書
翰
が
あ
る
。

吾
有
七
児
一
女
。
皆
同
生
。
婚
娶
以
畢
、
惟
一
小
者
、
尚
未

婚
耳
。
過
此
一
婚
、
便
得
至
彼
。
今
内
外
孫
有
十
六
人
、
足

慰
目
前
。
足
下
情
致
委
曲
。
故
具
示
。

（
『
右
軍
』

・
『
淳
化
』
三･

『
二
王
』
上
）

20

吾
に
七
児
一
女
有
り
。
皆
な
同
生
な
り
。
婚
娶
は
以
に
畢
る
も
、

す
で

を
は

惟
だ
一
小
者
の
み
、
尚
ほ
未
だ
婚
せ
ざ
る
耳
。
此
の
一
婚
を
過

た

の
み

ぐ
れ
ば
、

便

ち

彼

に
至
る
を
得
ん
。
今
、
内
外
の
孫
十
六
人

す
な
は

か
し
こ

有
り
、
目
前
を
慰
む
る
に
足
る
。
足
下

情
致
は
委
曲
な
り
。
故

に

具

に
示
す
。

つ
ぶ
さ

「
私
に
は
七
人
の
男
の
子
と
一
人
の
女
の
子
が
お
り
ま
す
。
み
な

同
じ
腹
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
結
婚
は
ほ
ぼ
お
わ
っ
た
の
で

す
が
、
た
だ
末
の
一
人
だ
け
が
、
ま
だ
結
婚
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ

の
子
の
結
婚
が
す
め
ば
、
あ
ち
ら
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。
今
、
内
孫
外
孫
が
十
六
人
お
り
、
今
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。
あ
な
た
の
お
心
づ
く
し
に
感
謝
し
つ
つ
、
お
便
り
し
ま
し
た
」

と
い
う
よ
う
に
、
羲
之
に
と
っ
て
可
愛
い
孫
た
ち
は
今
こ
の
時
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。

「
足
慰
目
前
」（
目
前
を
慰
む
る
に
足
る
）
と
い
う
の
は
、
羲
之

の
考
え
方
の
一
端
を
示
す
言
葉
で
、
次
の
書
翰
に
も
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

十
月
七
日
、
羲
之
報
。
前
過
足
下
、
所
得
其
書
、
想
殊
有
労

弊
。
然
叔
兄
子
孫
有
数
人
、
足
慰
目
前
情
。
…
…

（
『
淳
化
』
四
・
『
二
王
』
中
）
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十
月
七
日
、
羲
之
報
ず
。
前
に
足
下
に
過
り
て
、
得
る
所
の
其

さ
き

よ
ぎ

の
書
、
想
ふ
に
殊
に
労
弊
有
り
。
然
れ
ど
も
叔
兄
は
子
孫
数
人

こ

ま
ご

有
り
、
目
前
の
情
を
慰
む
る
に
足
ら
ん
。
…
…

「
十
月
七
日
、
羲
之
報
ず
。
以
前
、
あ
な
た
の
所
に
立
ち
寄
っ
て

受
け
取
っ
た
、
先
方
か
ら
の
手
紙
に
よ
れ
ば
、
こ
と
に
苦
労
が
多

い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
叔
兄
に
は
子
や
孫
が
数
人
あ
り
、

目
前
の
情
を
慰
め
る
の
に
は
十
分
で
し
ょ
う
。
…
…
」
。

し
か
し
、
そ
の
可
愛
い
孫
が
夭
折
す
る
と
い
う
、
こ
の
上
も
な

い
悲
し
い
出
来
事
に
羲
之
は
見
舞
わ
れ
る
。

官
奴
小
女
玉
潤
、
病
來
十
餘
日
、
了
不
令
民
知
。
昨
來
忽
發

痼
、
至
今
轉
篤
。
又
苦
頭
癰
、
頭
癰
以
潰
、
尚
不
足
憂
。
痼

病
少
有
差
者
、
憂
之
燋
心
、
良
不
可
言
。
頃
者
、
艱
疾
未
之

有
。
良
由
民
爲
家
長
、
不
能
剋
己
懃
修
、
訓
化
上
下
、
多
犯

科
誡
、
以
至
於
此
。
民
惟
歸
誠
待
罪
而
已
。
此
非
復
常
言
常

辭
。
想
官
奴
辭
以
具
。
不
復
多
白
。
上
負
道
德
、
下
愧
先
生
。

夫
復
何
言
。

（
『
二
王
』
上
一
八
）

官
奴
の
小
女
玉
潤
は
、
病
み
來
た
り
て
十
餘
日
な
る
に
、

了
ま
つ
た

く
民
を
し
て
知
ら
令
め
ず
。
昨
來
、

忽

ち
痼
を
發
し
、
今
に

わ
れ

し

た
ち
ま

こ

至
り
て
轉
た
篤
し
。
又
た
頭
癰
に
苦
し
む
も
、
頭
癰
は
以
に
潰

う
た

あ
つ

と
う
よ
う

す
で

れ
、
尚
ほ
憂
ふ
る
に
足
ら
ず
。
痼

病

は
少
し
く
差
ゆ
る
者
有

こ

び
や
う

い

こ
と

る
も
、
之
を
憂
ひ
て
心
を
燋
ま
し
む
る
こ
と
、

良

に
言
ふ
可

い
た

ま
こ
と

か
ら
ず
。
頃
者
、
艱
疾
は
未
だ
之
れ
有
ら
ず
。

良

に
民
は
家

こ
の
ご
ろ

か
ん
し
つ

ま
こ
と

わ
れ

長
と
爲
る
も
、
己
に
剋
ち
て
懃
め
修
め
、
上
下
を
訓
化
す
る
能

つ
と

は
ず
し
て
、
科
誡
を
犯
す
こ
と
多
き
に
由
り
て
、
以
て
此
に
至

く
わ
か
い

る
な
り
。
民
は
惟
だ
誠
に
歸
し
て
罪
を
待
つ
而
已
。
此
れ
復
た

わ
れ

た

の

み

こ

ま

常
言
常
辭
に
非
ず
。
想
ふ
に
官
奴
辭
げ
て
以
て

具

に
せ
ん
。
復

つ

つ
ぶ
さ

ま

た
多
く
は
白
さ
ず
。
上
は
道
德
に
負
き
、
下
は
先
生
に
愧
づ
。
夫

ま
う

そ
む

は

そ

れ
復
た
何
を
か
言
は
ん
。

ま

「
官
奴
の
少
女
の

玉

潤

が
、
病
気
に
な
っ
て
か
ら
十
数
日
に
な

か
ん

ど

ぎ
ょ
く
じ
ゅ
ん

り
ま
す
の
に
、
私
に
は
全
く
知
ら
せ
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昨

日
か
ら
突
然
に
持
病
が
悪
く
な
り
、
今
は
い
よ
い
よ
ひ
ど
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
上
、
頭
の
で
き
も
の
に
苦
し
ん
で
お
り
ま
し

た
が
、
で
き
も
の
は
已
に
つ
ぶ
れ
て
し
ま
い
、
も
は
や
心
配
す
る

す
で

に
は
及
び
ま
せ
ん
。
持
病
も
少
し
は
よ
く
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

や
は
り
心
配
で
落
ち
着
か
ず
、
本
当
に
口
で
は
言
え
ぬ
ほ
ど
で
し

た
。
近
頃
、
こ
ん
な
に
も
や
っ
か
い
な
病
気
は
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
も
ま
こ
と
に
私
が
家
長
で
あ
り
な
が
ら
、
我
が
身

を
つ
つ
し
み
修
養
し
て
、
家
族
の
者
た
ち
を
訓
化
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、

誡

め
を
犯
す
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
こ

い
ま
し

お
か

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
私
は
た
だ
た
だ
誠
心
誠
意
、
罪

を
待
つ
だ
け
で
す
。
こ
れ
は
口
先
だ
け
で
言
っ
て
い
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
官
奴
が
す
で
に
詳
し
く
申
し
上
げ
て
い
る
と
思
い
ま

く
わ

す
の
で
、
も
う
多
く
は
申
し
ま
せ
ん
。
上
は
道
徳
に
そ
む
き
、
下

は
先
生
に
愧
ず
る
ば
か
り
で
す
。
も
う
何
も
申
せ
ま
せ
ん
」
と
い

は
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う
内
容
の
手
紙
で
あ
る
が
、「
官
奴
」
す
な
わ
ち
王
献
之
の
娘
の
玉

潤
が
治
療
を
受
け
て
い
た
道
士
の
先
生
に
宛
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

幼
い
孫
娘
の
死
に
遭
遇
し
て
、
羲
之
の
悲
し
み
は
い
か
ば
か
り
で

あ
っ
た
ろ
う
か
。

延
期
官
奴
小
女
、
並
得
暴
疾
、
遂
至
不
救
。
愍
痛
貫
心
。
奈

何
。
吾
以
西
夕
、
至
情
所
寄
、
唯
在
此
等
、
以
栄
慰
餘
年
。

何
意
、
旬
日
之
中
、
二
孫
夭
命
。
旦
夕
在
右
、
事
在
心
目
。

痛
之
纏
心
、
無
復
一
至
於
此
。
可
復
如
何
。
臨
紙
咽
塞
。

（
『
右
軍
』

）
176

延
期
・
官
奴
の
小
女
は
、
並
び
に
暴
疾
を
得
て
、
遂
に
救
は
れ

つ
ひ

ざ
る
に
至
る
。
愍
痛
は
心
を
貫
く
。
奈
何
せ
ん
。
吾
は
西
夕
を

い
か
ん

以
て
、
至
情
の
寄
す
所
は
、
唯
だ
此
れ
等
に
在
り
、
以
て
餘
年

た

ら

を
栄
慰
せ
ん
と
す
。
何
ぞ
意
は
ん
や
、
旬
日
の
中
、
二
孫
の
夭

え
い

ゐ

お
も

命
せ
ん
と
は
。
旦
夕

左
右
、
事
は
心
目
に
在
り
。
痛
み
の
心

た
ん
せ
き

に

纏

る
や
、
復
た
一
に
此
に
至
る
無
し
。
復
た
如
何
に
す
可

ま
つ
は

ま

い
つ

こ
こ

ま

い

か

き
。
紙
に
臨
ん
で
咽
塞
す
。

え
つ
そ
く

「
延
期
・
官
奴
の
幼
い
娘
は
、
ど
ち
ら
も
急
に
病
気
に
な
り
、
そ

の
ま
ま
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
痛
む
心
は

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
私
は
残
り
少
な
い
歳
に
な
り
、

た
だ
こ
れ
ら
の
孫
た
ち
が
楽
し
み
で
、
餘
年
を
慰
め
よ
う
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
の
に
。
旬
日
の
中
に
、
二
人
の
孫
娘
が
幼
く
し
て

亡
く
な
っ
て
し
ま
お
う
と
は
、
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
、
そ
の
こ
と
ば
か
り
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
痛
み

が
心
に
ま
つ
わ
り
つ
く
こ
と
、
こ
れ
以
上
の
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
体
ど
う
す
れ
ば
い
い
い
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
手
紙
を
前
に
し
て
、

咽
び
泣
く
ば
か
り
で
す
」
。
冒
頭
の
「
延
期
」
と
は
、
王
延
期
の

む
せこ

と
で
、
羲
之
の
兄
の
籍
之
の
子
で
あ
る
［
７
］
。

こ
う
し
た
身
内
の
、
そ
れ
も
幼
い
孫
娘
が
死
ん
で
い
く
と
い
う

悲
し
み
を
経
験
し
、
羲
之
は
よ
り
い
っ
そ
う
今
こ
の
時
を
充
実
し

て
生
き
て
行
こ
う
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
と
想
像
さ

れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
魏
・
曹
操
の
「
短
歌
行
」
に
次
の
よ
う
に
歌
わ
れ

て
い
る
。

對
酒
當
歌

酒
に
対
し
て
は
当
に
歌
ふ
べ
し

人
生
幾
何

人
生
は
幾
何
ぞ

譬
如
朝
露

譬
ふ
れ
ば
朝
露
の
如
し

去
日
苦
多

去
日

苦
だ
多
し

慨
當
以
慷

慨
し
て
当
に
以
て
慷
す
べ
し

幽
思
難
忘

幽
思
は
忘
れ
難
し

何
以
解
憂

何
を
以
て
か
憂
ひ
を
解
か
ん

唯
有
杜
康

唯
だ
杜
康
有
る
の
み

此
の
詩
に
込
め
ら
れ
た
思
い
は
、
決
し
て
所
謂
「
刹
那
主
義
」
的

な
感
情
で
は
な
い
。
一
時
的
な
快
楽
を
追
い
求
め
る
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
今
の
こ
の
現
実
を
充
実
し
て
生
き
て
い
こ
う
、
と
い
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う
寧
ろ
積
極
的
な
思
い
で
あ
る
。

羲
之
の
言
う
「
目
前
の
楽
し
み
」
と
は
、
ま
さ
に
此
の
「
短
歌

行
」
に
込
め
ら
れ
た
曹
操
の
思
い
と
通
ず
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
今
こ
の
時
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
羲
之
に
と
っ
て
は
「
薬

方
」
は
大
き
な
拠
り
所
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
う
し
て
道
士

を
頼
み
と
し
て
「
薬
方
」
を
究
め
「
服
食
養
生
」
に
努
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
実
践
さ
れ
る
と
羲
之
は
考
え
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。

七

冥
界
で
の
羲
之
の
消
息

と
こ
ろ
で
王
羲
之
と
道
教
と
の
関
わ
り
を
示
す
資
料
と
し
て
は
、

陶
弘
景
（
四
五
六
～
五
三
六
）
の
『
真
誥
』
が
あ
る
。
『
真
誥
』
と

は
真
人
の
お
告
げ
の
こ
と
で
あ
り
、
南
嶽
夫
人
（
魏
華
存
）
や
そ

の
他
の
真
人
が
降
臨
し
て
口
授
し
た
も
の
を
、
弟
子
の
楊
羲
や
許

謐
ら
が
書
写
し
記
録
し
た
も
の
を
、
陶
弘
景
が
編
集
し
た
。
そ
こ

に
は
茅
山
（
南
京
の
東
南
）
を
根
拠
と
し
て
発
展
し
た
道
教
の
一

派
、
上
清
派
の
教
理
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
『
真
誥
』

巻
十
六
「
闡
幽
微
」
第
二
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

王
逸
少
有
事
、
繋
禁
中
已
五
年
。
云
事
已
散
。

王
逸
少

事
有
り
て
、
禁
中
に
繋
が
れ
已
に
五
年
。
事
已
に
散

ず
と
云
ふ
。

こ
れ
は
冥
界
に
お
け
る
王
羲
之
の
消
息
に
つ
い
て
の
「
真
人
」
の

お
告
げ
の
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
陶
弘
景
の
解
説
は
以

下
の
よ
う
で
あ
る
。

逸
少
即
王
廙
兄
曠
之
子
。
有
風
気
、
善
書
。
後
為
会
稽
太
守
。

永
和
十
一
年
去
郡
、
告
霊
不
復
仕
。
先
与
許
先
生
周
旋
、
頗

亦
慕
道
。
至
昇
平
五
年
辛
酉
歳
亡
。
年
五
十
九
。
今
乙
丑
年
。

説
云
五
年
、
則
亡
後
被
繋
。
被
繋
之
事
、
検
迹
未
見
其
咎
。

恐
以
懟
憾
告
霊
為
謫
耳
。

逸
少
は
即
ち
王
廙
の
兄
曠
の
子
。
風
気
有
り
、
書
を
善
く
す
。

後
に
会
稽
の
太
守
と
為
る
。
永
和
十
一
年
に
郡
を
去
り
、
霊
に

告
げ
て
復
た
仕
え
ず
。
先
に
許
先
生
と
周
旋
し
、
頗
る
亦
た
道

ま

を
慕
ふ
。
昇
平
五
年
辛
酉
の
歳
に
至
り
て
亡
す
。
年
五
十
九
。

し

今
は
乙
丑
の
年
な
り
。
説
に
五
年
と
云
へ
ば
、
則
ち
亡
後
に
繋

を

被

る
。
繋
を
被
る
の
事
、
迹
を
検
ぶ
る
も
未
だ
其
の
咎
を

か
う
む

し
ら

見
ず
。
恐
ら
く
は
懟
憾
も
て
霊
に
告
ぐ
る
を
以
て
謫
と
為
る
の

つ
い
か
ん

み
。

こ
れ
に
拠
れ
ば
、
羲
之
は
永
和
十
一
年
に
官
界
を
去
っ
て
か
ら
は
、

許
先
生
す
な
わ
ち
道
士
の
許
邁
と
山
野
を
周
遊
し
て
道
教
を
篤
く

信
奉
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

因
み
に
、
「
羲
之
は
亡
く
な
っ
た
後
、
五
年
も
の
間
、
獄
に
繋
が

れ
て
い
る
が
、
も
う
罪
は
無
く
な
っ
た
」
と
い
う
真
人
の
お
告
げ

に
つ
い
て
、
陶
弘
景
は
、
「
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
み
て
も
咎
ら
し
き

も
の
は
何
も
無
い
。
恐
ら
く
は
両
親
の
墓
前
で
官
界
を
去
る
こ
と

を
誓
っ
た
際
に
、『
懟
憾
』
の
思
い
を
も
っ
て
霊
に
告
げ
た
た
め
で

あ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
る
。
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両
親
の
墓
前
で
誓
っ
た
言
葉
と
い
う
の
は
、『
晋
書
』
王
羲
之
伝

に
載
せ
る
、

維
永
和
十
一
年
三
月
癸
卯
朔
九
日
辛
亥
、
小
子
羲
之
、
敢
告

二
尊
之
霊
。

維
れ
永
和
十
一
年
三
月
癸
卯
朔
九
日
辛
亥
、
小
子
羲
之
、
敢
へ

て
二
尊
の
霊
に
告
ぐ
。

で
始
ま
る
も
の
を
い
う
。
こ
の
文
章
の
後
に
許
邁
と
の
交
流
が
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
先
に
見
た
王
羲
之
伝
に
附
さ

れ
て
い
る
許
邁
の
伝
の
内
容
と
相
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。

又
与
道
士
許
邁
、
共
修
服
食
、
採
薬
石
、
不
遠
千
里
。
徧
游

東
中
諸
郡
、
窮
諸
名
山
、
泛
滄
海
、
歎
曰
、「
我
卒
当
以
楽
死
」
。

又
た
道
士
の
許
邁
と
、
共
に
服
食
を
修
め
、
薬
石
を
採
り
て
、

千
里
を
遠
し
と
せ
ず
。

徧

く
東
中
の
諸
郡
に
游
び
、
諸
名
山

あ
ま
ね

を
窮
め
、
滄
海
に
泛
び
、
歎
じ
て
曰
く
、
「
我
は
卒
に
当
に
楽

う
か

し
み
を
以
て
死
す
べ
し
」
と
。

八

ま
と
め

今
回
は
、
王
羲
之
の
書
翰
を
中
心
と
し
て
、
羲
之
と
道
教
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
書
翰
は
羲
之
み
ず
か
ら
が
書
い
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
内

容
は
羲
之
自
身
の
心
の
思
い
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、

「
書
は
言
を
尽
く
さ
ず
、
言
は
意
を
尽
く
さ
ず
」
（
『
易
経
』
）
と

い
う
よ
う
に
言
葉
で
表
現
さ
れ
た
、
そ
の
中
に
あ
る
真
意
を
読
み

取
る
こ
と
は
相
当
に
難
し
い
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
恩
師
の
森
野
繁
夫
先
生
と
と
も
に
、
王
羲
之

の
書
翰
の
全
訳
に
取
り
組
み
、
『
王
羲
之
全
書
翰
』
を
白
帝
社
か
ら

出
版
し
た
の
は
一
九
八
七
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
既
に
三
十
年

余
り
が
経
過
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
間
、
私
自
身
も
此
の
書
翰

を
資
料
と
し
て
王
羲
之
に
関
す
る
幾
つ
か
の
論
文
を
書
い
て
き
た

し
、
多
く
の
研
究
者
が
『
王
羲
之
全
書
翰
』
を
参
考
に
し
て
沢
山

の
業
績
を
出
さ
れ
て
い
る
。

今
後
さ
ら
に
羲
之
の
書
翰
を
読
み
深
め
、『
晋
書
』『
世
説
新
語
』

お
よ
び
そ
の
注
な
ど
の
資
料
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
真
の
王
羲
之

像
に
迫
り
た
い
。

注
［
１
］
『
晋
書
』
の
伝
で
は
、
王
羲
之
伝
と
陸
機
伝
の
み
に
「
制
曰
」
と
し

て
太
宗
み
ず
か
ら
の
言
葉
が
附
さ
れ
て
い
る
。

［
２
］
本
稿
で
取
り
上
げ
る
書
翰
に
つ
い
て
は
、
唐
・
張
彦
遠
輯
『
右
軍

書
記
』
（
津
逮
秘
書
本
『
法
書
要
録
』
所
収
）、
清
・
乾
隆
三
十
四
年
勅

輯
『
淳
化
閣
帖
』（
広
雅
書
局
刊
『
武
英
殿
聚
珍
版
』
所
収
）
、
宋
・
許

開
撰
『
二
王
帖
評
釈
』（
『
横
山
草
堂
叢
書
』
所
収
）
、
明
・
張
溥
輯
『
王

右
軍
集
』（
『
漢
魏
六
朝
一
百
三
家
集
』
所
収
）
を
用
い
た
。

［
３
］
書
翰
が
い
つ
頃
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の

内
容
に
よ
っ
て
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
詳
し
く
は
佐
藤
利
行

「
王
羲
之
書
翰
繋
年
考
証
」
（
『
国
文
学
論
集
』
第
十
五
号

安
田
女
子

大
学
）
を
参
照
。
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［
４
］
佐
藤
利
行
「
六
朝
漢
語
の
研
究

-

王
羲
之
の
書
翰
の
場
合-

」
（
『
安

田
女
子
大
学
紀
要
』
第
十
四
号
）
、
佐
藤
利
行
「
王
羲
之
書
翰
中
の
語

彙
」（
『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
第
六
十
九
号
）
を
参
照
。

［
５
］
佐
藤
利
行
「
王
羲
之
と
五
石
散
」
（
『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究

論
集
』
第
六
十
五
号
）
を
参
照
。

［
６
］
『
魯
迅
全
集
』
（
人
民
文
学
出
版
社
）
「
而
已
集
」
所
収
。
訳
文
は
松

井
博
光
（
代
表
）
他
訳
『
魯
迅
全
集
』
５
（
学
習
研
究
社
）
に
拠
っ
た
。

［
７
］
羲
之
の
兄
の
籍
之
、
そ
の
子
の
延
期
に
つ
い
て
は
、
森
野
繁
夫
『
王

羲
之
伝
論
』（
白
帝
社
）
を
参
照
。


